【福祉保健部会議録フォーマット】

平成25年度第４回狛江市市民福祉推進委員会会議録（要旨）
	１　日　時
	平成26年３月20日（木）午後６時30分～午後８時30分

	２　場　所
	狛江市防災センター302・303会議室

	３　出席者
	委員長　宮城　孝　　副委員長　　熊井利廣
委　員　土岐　毅　　三島瑞子　　渡邊順介　　米澤　薫
　　徳武　孝　　小野　翠　　鈴木　茂　　須崎武夫
　　秋山　實　　中川信子　　松坂　誠　　小泉一夫
　　平林浩一

事務局　福祉サービス支援室長（小川正美）

　　　　子育て支援課長（小川みゆき）
　　　　健康推進課長（高野義彦）

　　　　児童青少年課長（石橋啓一）
　　　　福祉サービス支援室総合調整担当主査（平山　剛）
　　　　福祉サービス支援室障がい者支援担当主査（小原正枝）

介護支援課介護保険係長（岡本起恵子）
介護支援課高齢者支援係長（加納松男）
子育て支援課企画支援係長（中村貞夫）
福祉サービス支援室総合調整担当主事（佐藤葉月）

	４　欠席者
	委　員　島田陽一郎　　篠崎育子　　岩﨑晋也　　髙橋信幸
　　　　西岡邦子　　　篠　浩司

	５　資　料
	資料１　 平成26年度市民福祉推進委員会の主要議題

資料２　 平成26年度の福祉保健部組織改正に伴う事務分掌

資料３　 平成26年度市民福祉推進委員会の開催日程（案）

資料４　 障がい・高齢両小委員会における障がい者計画・障がい福祉計画、高齢者保健福祉計画改定に関する基本方針（案）
資料５　平成25年度障がい小委員会の活動報告

資料６　 平成25年度高齢小委員会の活動報告

資料７　 みんなで子育て・こまえプラン（後期）～次世代育成支援行動計画～平成24年度の進捗状況と評価

資料８　 健康こまえ21評価報告書

資料９① 狛江市立保育園民営化ガイドライン

資料９② 今後の保育施設整備予定について（概要）

資料９③ 家庭福祉員の増員について

資料９④ 駄倉保育園及び三島保育園の定員変更について

資料10　 平成25年度第３回市民福祉推進委員会会議録（案）（要旨）

	６　議　題
	【報告事項】
１．平成25年度障がい・高齢両小委員会の活動報告（福祉サービス支援室・介護支援課）
２．みんなで子育て・こまえプラン（後期）次世代育成支援行動計画～平成24年度の進捗状況及び評価報告（子育て支援課）
３．健康こまえ21（健康増進計画）の評価報告（健康推進課）

４．狛江市立保育園民営化ガイドライン外３件（児童青少年課）

５．その他　
平成25年度第３回市民福祉推進委員会の会議録について
【審議事項】
１．平成26年度市民福祉推進委員会の主要議題及び開催日程について（福祉サービス支援室）
２．平成26年度障がい・高齢両小委員会における障がい者計画・障がい福祉計画、高齢者保健福祉計画改定に関する基本方針（案）について（福祉サービス支援室）

	７　議　事

	【報告事項】

１．みんなで子育て・こまえプラン（後期）～次世代育成支援行動計画～
平成24年度の進捗状況及び評価報告（子育て支援課）

（事務局から、資料７について説明）

（委員長）
・今回の報告について、みなさんからご質問・ご意見があれば伺いたい。
（委員）
・膨大な資料で、どのように見ればよいかつかみにくく感じる。今回初めて達成度について数字で表したということだが、そのことがどのような影響があるのかを「総合評価」などのわかりやすい形で表して欲しい。
（委員長）
・どのような形で評価を行うかということは、とても重要な問題である。事業ごとの進捗状況や達成度をきちんと管理するのはとても大事なことだが、そのことが狛江市の子育て事業にどのような効果をもたらすか市民にわかりやすく表すことも大事である。そのことも今後検討していただきたい。
→（事務局）今までは、進捗管理しか行っていなかったが、今年度は子ども・子育て会議が立ち上がったこと、計画の中間年度ということもあり、初めて評価を行った。ご意見をいただければ、より分かりやすい形にしていきたいと思う。
（委員長）

・満足度調査を行うなど、評価の方法はいろいろあると思う。子ども子育て会議でも議題に挙げて、議論していただきたい。
（委員）
・今回初めて評価を行ったということなので、今回の結果を活かして、未達成事業等について、検証を行い、改善に取り組んでいただきたい。

（委員長）
・事務局もそのつもりであると思う。ＰＤＣＡサイクルで計画から検証、改善まで一貫して管理を行っていただきたい。

２．健康こまえ21（健康増進計画）の評価報告（健康推進課）
（事務局から、資料８について説明）
（委員長）
　・可能であれば、時代に即した評価指標について検討していただくとよいと思う。精神疾患・自殺予防など、非常に難しいテーマである。協議会も設置されるということなので、議論を深めていただきたい。
３．狛江市立保育園民営化ガイドライン外３件（児童青少年課）
（事務局から、資料９①～④について説明）

（委員長）
・この狛江市立保育園民営化ガイドラインについては、保護者の方々と何度も話し合いを重ねて、このような形になったのだと思う。１ページ目に重要なポイントである民営化の効果について記載されている。公立保育所と比較して、保育に対する要望への対応にスピード感が増すことが期待される。また、民営化により保護者や児童に負担をかけることがないように、優良な運営法人を選定し、詳細な移行計画、保護者との相互理解が欠かせないと記載されている。このあたりが大きなポイントであると思う。
（副委員長）

・このガイドラインは、民営化に伴い配慮すべき事項について子ども子育て会議に諮問があった。短い時間であったが、子ども子育て会議でも非常に活発な議論を行い、答申をしたところである。ただ、できあがったものに対して表記等の修正をしていただきたい部分などがあったが、既に決定しているため、修正は無理であるとの回答をいただいた。完成する前にご提供いただきたかった。
（委員）
・市としては、保護者と何度もていねいな話し合いを重ねて意見を反映させて、後にしこりの残らないようなスムーズな民営化を行っていくことを考えていると思う。スムーズな移行ができるとよいと思う。
（委員長）

・運営法人の選定について、最近はプレゼンテーションを指導するコンサルタントがおり、プレゼンテーションだけが上手く内容を伴わないところもあるので、選定には十分注意していただきたい。

また、１歳児２歳児は、受け入れ可能人数が少なく、不足数の方が多い。需要に供給が追いついていないので、その対策をぜひ早急にお願いしたい。
→（事務局）子ども子育て会議でニーズ調査をおこなった結果が出てきている。それをもとに、子ども子育て会議で議論をしていただきたいと考えている。確かに１歳児、２歳児の受け入れ枠が足りないということは、認識しているため、その点は検討していきたい。
（副委員長）

・ニーズ調査の結果なども踏まえて、子ども子育て会議で深いところまで議論していきたい。

（委員）

・平成25年度の４月に認可保育所が２園同時に開園し、それが契機となったのか、申込みがかなり増大した。需要の掘り起しにつながったのではないかと思っている。平成27年度にも認可保育所が増える予定なので、ますます需要が高まるのではないかと考えている。

（委員長）

・保育需要については、いろいろな研究が必要だとは思うが、需要の読みがまだ浅いと思う。ベビーシッターの問題も出てきている。保育所が整備されていないと、そういうところに預けざるを得ない問題も出てくる。非常に重要な問題なので、じっくり需要を読み対応を考えていただきたい。

（委員）

・認定こども園という制度ができたが、現在はどうなったのか。

（委員長）

・狛江の状況について説明をお願いしたい。
（委員）

・狛江には幼稚園は４園あるが、認定こども園に移行したところはない。

（委員長）
・教育と福祉という今まで全く違う分野であったものが一緒になるということなので、様々な課題もあり、簡単なことではない。特に都市部では難しいと聞いている。
４．平成25年度障がい・高齢両小委員会の活動報告（福祉サービス支援室・介護支援課）

（事務局から、資料５・６について説明）

（委員）

・障がい小委員会報告の住宅ＰＴ最終報告にもあるが、平成19年に「住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律」が制定されている。同法律に規定されている「居住支援協議会」を早期に設立すべきである。

（委員長）
・障がい・高齢両小委員会報告とも、検討しているところと実際に実現したところの違いがわかりにくいため、分けて表示していただきたい。就労ＰＴの報告の中で、ソーシャルファーム、社会的就労が出てきている。狛江でどのような形で実現していくのかを検討して、ぜひ報告していただきたい。また、ここにある施策は、障がい者だけではなく、高齢者などにも共通した事項が多く含まれている。障がい者だけに特化しないで、高齢者なども含めた視点で施策を考えていただきたい。相談支援体制の確立については、「アウトリーチ」という言葉が出てきている。どのような形のアウトリーチを行っていくのかを伺いたい。ぜひアウトリーチを実施していただきたいのは、障がい者の親が高齢化している世帯である。アウトリーチは、方法を具体化しないと言葉だけになる。家族などの実態を調べた上で方法を具体化して、報告をしていただきたい。
【審議事項】

１．平成26年度市民福祉推進委員会の主要議題及び開催日程について
（福祉サービス支援室）
（事務局から、資料１・２・３について説明）

（委員）
・市民福祉推進委員会の委員が障がい部門に偏在しているとなっているが、障害施策はこの数年大幅に進んでいるため、かえってよかったのではないかと思う。
（委員長）
・本当に委員が障がい部門に偏在しているのか疑問である。誤解が生じないように表現は気を付けた方がいい。

（委員）
・一般市民からの公募で市民の感覚を反映させていくのはとてもよいことだと思う。しかし、一般市民の方に参加していただくためには、資料を早期に配布したり、福祉施策をわかりやすく解説するなど、会議の進め方を工夫する必要があると思う。
（委員長）

・委員の任期を計画の年度と合わせて３年にするのはよい提案であると思う。次回で決定するのか。

→（事務局）次回委員会で決定をしていただければ、例規改正に着手したい。

（委員長）

・小委員会を活発に行うことはとてもよいことだと思うが、特化していくだけではなく、共通の問題をここで議論していくことが非常に重要である。住宅、就労、災害、相談など、議論すべき部分は多岐にわたっている。来年度に議論していきたいことがあれば、委員のみなさんからあげていただきたい。

（委員）

・一般市民に入っていただくこともよいとは思うが、市民の方に市民福祉推進委員会がどのようなことをやっているか周知する機会が必要であると考える。小委員会には多くの市民が傍聴に来ており、こうした市民の関心が高いことは非常に重要ではないかと思う。
２．平成26年度障がい・高齢両小委員会における障がい者計画・障がい福祉計画、高齢者保健福祉計画改定に関する基本方針（案）について
（福祉サービス支援室）
（事務局から、資料４・資料５付属について説明）
（委員長）
・具体的な目標と実現する手段をしっかりと今回の計画に盛り込んでいただきたい。また、財源の担保、コストパフォーマンス、少ない財源でいかに効果を上げる手段を提示できるかがポイントになってくる。

（委員）
・最初の説明では地域福祉計画を上位計画として、そこをしっかり意識したうえでそれぞれの計画を作成していくということだが、これまでの地域福祉計画ができてきた経緯を見ると、それぞれの計画をしっかり作っていって、ボトムアップしていくことも重要ではないかと思う。障害福祉計画に関しては、国から次の計画の柱が示されていることもあり、今までの議論の積み上げを踏まえて、自立支援協議会など関係機関との連携の中で計画を作っていかなくてはならない。こうした事情も踏まえた上で計画改定に臨みたい。
（委員長）
・各分野の共通の事項は、共通の課題として考えていかなくてはならない。また、それぞれの計画からのボトムアップも当然あると思う。上位計画だからといって固く考えず、柔軟に考えていきたい。

別の問題で、高齢者が元気なのはとてもよいことだが、次世代が生まれてこないと社会が持続していかないので、少子化対策はきちんと考えないといけない。少子化はこの20年間ほとんど止まっていない。真剣に考えていかなくてはならない問題である。また、介護者が非常に多様化している。狛江での調査データを見ると、男性の比率は30パーセントを占めている。介護者の分類として「お嫁さん」が占める割合は10パーセントに満たない。市民の意識、イメージと実態が乖離しているのである。政府は地域包括ケアというが、介護家族に関しても包括的なケアが必要であると思う。今後行政としてどうしたいのかを示していただきたい。
（委員）

・自分の分野では判断の基準を持っているが、他の分野では情報をいただかないと判断することが難しい。事務局のプレゼンスを高めていただき、国の福祉施策をかいつまんだ資料を作っていただければ、議論していけると思う。
行政の方が、全体の課題が見えているはずである。見えているものの広さを提供していただきたい。

（委員）

・何が課題で、何を検討すべきなのか、情報提供をしていただきたい。
（委員長）

・みなさんが勉強する材料を与えていただきたい。しかし、他の自治体ではこのような議論がなかなかできないようなところもある。狛江ならではであると思う。
【報告事項】
５．その他　

平成25年度第３回市民福祉推進委員会の会議録について
（事務局から、資料10について説明）
（事務局）
・修正点等あれば３月中に連絡をいただきたい。組織改正に伴い、メールアドレスが変わるため、新しいアドレスを後日お知らせする。４月からは新しいメールアドレスに連絡をお願いしたい。

（委員長）

・次回は市民福祉推進委員会の全体の議論というたいへん重要な会議となる。わからない部分などあれば、わからないと言っていただき、みなさんで議論を共有していきたい。
次回は４月22日（火）午後６時30分から開催するので、参加をお願いしたい。
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